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1 は じ め に

2000年代に入ってからの国際資源価格上昇により, 1980年代から経済停滞を経験してきた

アフリカ諸国も, 好調な資源輸出と資源開発向け外国直接投資の流入によって, 目覚しい経

済成長を見せているとされる｡ しかし, これらの国々は1970年代から80年代にかけての世界

的コモディティ・ブームとその後の価格低迷により顕在化した経済の諸問題を未だ解決しな

いまま, 再び天然資源輸出に依存した形の経済成長へ突入したと見ることもできる｡ 資源輸

出に牽引された成長が経済構造に引き起こす変化はオランダ病として議論されてきたが, 現

在のアフリカ資源国にはかつてのコモディティ・ブームの結果, 輸出向け天然資源セクター

以外の産業, すなわち製造業や農業の衰退が起こり, 資源収入に支えられた輸入依存体質に

なっている国が見られる｡ このような経済構造は, 輸出資源が特に化石燃料や鉱物資源といっ

た枯渇性資源である場合には, 長期的に見て持続可能性上の問題がある｡ 他方, 国際資源価

格が変動するものであり, 資源国政府にとっての資源収入も大きく変動することを鑑みれば,

これらの国における輸入食糧への依存は国内の不安定な食糧状況につながるとも考えられ,

きわめて重要な問題である｡

本稿では, アフリカ資源国, 特にサハラ以南アフリカにおいて代表的な産油国であるナイ

ジェリアの1970�80年代の経験を振り返るとともに, 現在の食糧輸入の状況を概観する｡ ま
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近年の国際資源価格上昇により, 天然資源を輸出するアフリカ諸国も目覚しい経

済成長を示しているとされる｡ しかしこれらの国々は, 1970年代から80年代にかけ

ての世界的コモディティ・ブームとその後のオランダ病から生じた問題を未だ解決

しないまま, 再び天然資源輸出が牽引する経済成長へ突入したともいえる｡ 本稿で

はサハラ以南アフリカにおいて代表的な産油国であるナイジェリアの食料輸入状況

を概観する｡ また VARモデルを用いた推計を通じ, 過去のオランダ病の結果とし

ての農業衰退と輸入食糧により広まった新しい食文化が定着し, 不安定な資源収入

に支えられた食糧輸入依存がさらに深まっている可能性を指摘する｡
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たベクトル自己回帰モデル (VAR) を用いた推計を通じ, 過去のオランダ病の結果として

の農業衰退と輸入食糧により広まった新しい食文化が固定化し, 不安定な資源収入に支えら

れた食糧輸入依存がさらに深まっている可能性を指摘する｡

2 コモディティ・ブームとオランダ病

2000年代以降, 世界的な天然資源の需要増加と資源価格の上昇を背景に, 資源開発向け直

接投資などの流入によって天然資源輸出国が著しい経済成長を見せている｡ このような ｢ブー

ム｣ とも呼べる状況は1970年代にも見られたが, 資源国におけるブーム時の好況を通じた経

済の構造変化とその後一転しての経済停滞は ｢オランダ病｣ として知られるようになった｡

Cordenと Nearyは一国内のある輸出部門での (技術革新や価格上昇による) ブームが経

済全体に与える影響について, 為替の増価による他の輸出部門への負の影響に加え, 国内に

おける要素移動効果 (resource movement effect) と支出効果 (spending effect) の二つの効

果により非輸出財, すなわちサービス業などにおける価格と賃金の高騰が起きる一方で, 他

の輸出部門 (彼らの例では製造業) における実質賃金の相対的低下による生産要素流出がこ

の部門の衰退につながるとした (Corden 1981 ; Corden and Neary 1982 ; Corden 1984)｡ 彼ら

の分析は北海油田が発見された頃のイギリスやオランダといった工業国の経済を念頭におい

ており, 製造業部門からの生産要素の流出と他の部門でのバブルによって, 経済成長に負の

影響が及ぶことを説明している｡ このようなオランダ病に関する議論はその後, 豊かな天然

資源を持ちながらも経済停滞を続ける発展途上国の状況理解に用いられるようになった｡ た

だし, 植民地から独立してまもなくコモディティ・ブームを経験し, 輸出向け製造業が未発

達であった発展途上国, 特にアフリカ諸国では, オランダ病の要素移動効果はむしろ農村の

農業部門から都市部におけるサービス・建設などの非貿易部門へ向かって顕著であったと考

えられる｡

3 アフリカの農業問題

アフリカ諸国の農業開発の遅れは同地域の高い人口成長率と併せ今日も重要な問題の一つ

となっており, 経済発展を阻害する主因とする見方もある (平野 2009)｡ アフリカ諸国では

植民地経済から引き継がれた独立後の政治経済的構造が, 伝統的な主要輸出部門を担った農

村部の農民から為政者の政治的支持基盤である都市部住民への富の移転を促した (Oculi

1979 ; Bates 1981)｡ このような都市部門の偏重および農業政策の不在・失敗に加え, 天然資

源輸出国では1970年代以降オランダ病のメカニズムが農業の衰退を一層加速させ, 輸出換金

作物および国内消費向け食糧作物生産の減産につながった｡ ただし, アフリカ諸国における

農業や食糧の問題は国ごとに多様であり, 多くの議論がある (長谷山・小島編 1983 ; Richards
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1987 ; 原口編 1995 ; 細見他 1996など)｡ しかしその中でも, きわめて典型的なオランダ病

による農業の衰退を経験したのがナイジェリアであり, とりわけ1980年代には数多くの分析

が行われている｡

Oculi (1979) は, ナイジェリア政府の1970年代の農業政策の根底にあった, 低技術・低生

産性農業を行う大多数の小規模・零細農民の存在こそが農業停滞の元凶であるという誤った

認識と, それに基づく一部の資本集約的な大規模農業の推進が, 農村の荒廃と貧困状態の悪

化につながったと指摘する｡ 他方 Oyejide (1986) や Scherr (1989) は, 石油ブーム下のナイ

ジェリアの為替・マクロ経済政策の失敗, 特に為替の過大評価を続けたことが農業の衰退に

強く影響したとする｡ しかし, ナイジェリアにおける農業の衰退は, 輸出作物の減少を通じ

経済の原油輸出依存を深めさせるのみならず, 国内の食糧需要までをも輸入に依存せざるを

得ない状況を生み出した｡ 島田は OPECにより国際原油価格が引き上げられた1973年以降

の産油国ナイジェリアにおいて, 政府の農業への無関心, 旱魃, 独立直後からの内戦 (ビア

フラ戦争) による影響, 石油ブームによる為替の増価と若者の農村から都市への移動, 安価

な輸入食糧の流入が, 農業の衰退を通じ1970年代の食糧不足の要因となったと指摘する (島

田 1983 ; 1996)｡ また Bienen (1988) によれば, ナイジェリアにおける一人当たり摂取カロ

リーは1970年から1982年にかけて大量の食糧輸入にもかかわらず減少したとされ, その背景

には農村の若者が都市部, 特に建設業へ奪われたことによる労働力の減少と農業生産の低下

があったとされる｡ 加えて, 石油ブームによって政府支出が急速に拡大する中で, 農業分野

向けの支出は圧倒的に少なかった点も指摘されている (Bienen 1988 ; Collier 1988)｡ 他方で,

石油ブーム下には北部で伝統的に食されて来た穀物 (ソルガム, ミレット) でもなく, 南部

のイモ類 (ヤム, キャッサバ) でもない, 輸入小麦に全面的に依存したパンやパスタなどの

小麦食品が導入された (Oculi 1979 ; Abalu and D’Silva 1980 ; Andrae and Beckman 1985 ;

Collier 1988)｡ このような輸入依存に関連し, Nyatepe-Coo (1994) はナイジェリアの輸入関

数の推計を通じ, 石油ブームに起因する農業の衰退が輸入需要を生み出したと指摘する｡

これら先行研究によって指摘される農業問題は, 残念なことに今日に至るまで克服されて

いない｡ 以下では実際のデータからナイジェリアの近年の食料輸入状況について概観する｡

3.1 ナイジェリアの食料輸入状況

ナイジェリアの全輸入に占める食料の割合は年によって変動するものの, 平均して 2割か

ら 3 割である (図 1 )｡ またナイジェリアに輸入される食料の上位は小麦, サトウキビ, 米

が占めている (表 1 )｡ その他, 冷凍の魚などもナイジェリアには多く輸入されている｡

小麦に関しては上述のとおり伝統的に栽培されてきた作物ではなく, 国内生産は現在もご

く小規模である｡ 1980年代以降の原油価格低迷時には小麦輸入が貿易収支を圧迫し, 政府が
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小麦粉のキャッサバ粉での代替を奨励している (
1)
稲泉 2007 ; USDA 2012)｡ しかし実際には

図 2に見られるように, 小麦輸入は1990年代後半から飛躍的に拡大している｡ 近年の輸入先

はサトウキビや米の輸入先と比べて多様ではあるものの, 平均でも 8割ほどが米国であり,

2012�13年の米国農務省のデータでもメキシコ, 日本に次いで, ナイジェリアは米国の小麦

輸出先第 3位となっている (USDA 2014)｡
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図 1 ナイジェリア輸入品構成の推移 (シェア, 1996�2012年)

データ出所：World Development Indicatorsに基づき作成｡
註. ナイジェリアは国内の石油精製能力が低く石油製品の国内需要の 8割近くを海
外からの輸入に頼っているが, ガソリンなどこれらの石油製品は表の中の
Manufacturingに含まれる｡ 石油製品の輸入量シェアは2014年の第 1 四半期で
も全体の12.5％となっており, 品目別の輸入金額では 1 位 ( 2 位の小麦の3.5
倍) となっている (NBS 2014)｡

表 1 ナイジェリア向け食料の主要輸出国

小麦 (小麦, 小麦粉等)

1998年 2012年 2013年
米国 1036.8 (0.56) 2858.4 (0.71) 2961.7 (0.68)
カナダ 708.1 (0.38) 318.4 (0.08) 473.5 (0.11)
シェア計 (0.94) 0.79 0.79

砂糖 (サトウキビ等)

1998年 2012年 2013年
ブラジル 825.9 (0.91) 1108 (0.95) 1375.8 (0.99)
フランス 50.4 (0.06) 22.4 (0.02) 17.5 (0.01)
シェア計 (0.97) (0.97) (1.00)

米 (精米等)

1998年 2012年 2013年
タイ 520.7 (0.72) 1182.5 (0.45) 175.8 (0.62)
インド 201.1 (0.28) 1200.8 (0.46) 106 (0.37)
シェア計 (1.00) (0.91) (0.99)

データ出所：UN Comtrade Databaseに基づき作成｡
註. カッコ内はシェア｡ シェアは UN Comtradeにナイジェリア向け輸
出としてデータのある国の合計に占める割合として計算｡



一方, 米の輸入は1970年代後半までは見られなかったが近年輸入量が増加している｡ 米は

ナイジェリアで伝統的に栽培されてはきたものの主要作物ではなく, 小麦同様に石油ブーム

以降に米の輸入増大によって消費が増えたものと考えられる (Collier 1988)｡ 米の輸入先は

ほぼタイとインドの 2 カ国が占めている｡ なお Olomola (2013) は, 食糧価格高騰に対する

国民の不満が高まった際, 主に貧困者向けとして政府が輸入し補助金付きの安価で供給する

食糧として米が用いられているとしている｡

砂糖に関しては, ナイジェリア国内におけるサトウキビの生産は国内需要を満たすには程

遠く, 2005年から2009年にかけては国内消費の96％が輸入によってまかなわれていた (FAO

2013)｡ 輸入先は大半がブラジルであり, それをフランスからの輸入が補完している｡

では, 図 2で見たような近年のナイジェリアの輸入食糧需要増加の要因はどのようなもの

だろうか｡ 最近の食糧輸入の伸びは, 同時期に始まったと見られる原油価格の上昇に関係し

ているのだろうか｡ すなわち, 食糧輸入の伸びは, 1970�80年代の石油ブーム下と同様に,

経済の好況による輸入消費の増大を反映しているのだろうか｡ 以下の計量分析では, 国際天

然資源価格の上昇によってナイジェリアの経済が上向き始めた1990年代後半以降に関し, ナ

イジェリアの食糧輸入の変化がどのような要因から影響を受けているのかについて考察する｡

4 計 量 分 析

ここでは財の相対価格と実質所得からなる輸入需要関数を想定する｡

����������������	

	� ( 1 )

������は食糧輸入需要, �は実質所得, ����は国内の食糧状況, 	

	は実質実効為替
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図 2 ナイジェリア輸入量 (1961�2011年) (小麦, サトウキビ, 米)

データ出所：FAOstatに基づき作成｡
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レートである｡
2)

ここでは月次データを用いたベクトル自己回帰モデル (VAR) を用いる｡ なお食糧輸入

について考える上で, 本来であれば上で見た食料輸入主要 3品目のうち, 少なくとも穀物で

ある小麦と米について考慮することが望ましい｡ しかしナイジェリアに関し月次の品目別輸

入量を把握することは難しい｡ 本分析ではナイジェリアへの主要な小麦輸出国であるアメリ

カの農務省によって月次輸出データが公開されている小麦に絞り, アメリカの輸出量をナイ

ジェリアの食糧輸入動向を代表する指標 ���������と考えて分析を進める｡ また, ナイジェ

リア国内の食糧状況を示す指標として食料品の消費者物価指数 �	
����
�を用いる｡

ナイジェリアからの輸出はほぼ原油のみと考えられ GDPにも原油輸出が大きく影響して

いる｡ さらに, 原油収入の増加はほぼ原油価格の上昇によるものと考えられるため, �の

代理変数として国際原油価格を用いることが考えられる｡ しかし, 国際原油価格はほぼ外生

的に決定され実質実効為替レートの変化として現れることから, ( 1 )式における所得 ���

を捨象し, 以下のように考える｡

����������	
����
������ ( 1��

上で見たように, ナイジェリアで小麦が消費されるようになったのは1970年代以降のことで

あるが, 現在でも小麦が所得の増大によって購入される ｢贅沢品｣ と看做されていれば, 小

麦消費の所得弾力性は高く, 好況や外国の財に対する購買力の上昇に伴い消費が増加する一

方, 購買力が低下すれば輸入量もそれに応じて減少するはずである｡ 逆に, 小麦が主食とし

て定着しているのであれば, 所得弾力性は低く, 国内での供給不足や価格高騰などの際には

特に輸入需要が高まると考えられる｡ ここで, 	
����
の上昇を国内の食糧状況へのショッ

クと捉え, 他方����の上昇を輸出品である原油価格の相対的上昇による外国品に対する

購買力へのショックと捉えると, 	
����
が�������に影響を与えている場合には小麦消費の

所得弾力性は低く, 原油価格の状況にかかわらず国内の食糧状況の変化が食糧輸入を規定す

ると解釈できる｡
3)
また����が�������に影響を与えている場合には, 小麦消費の所得弾力

性は高く, 食糧状況よりもむしろ原油価格の上昇による所得の増大や購買力の上昇を通じた

消費効果が大きいと解釈することができる｡

推計式は以下のとおりである (�はラグ次数)｡

�������������������� ( 2 )

��	�����	
����
��������
� ( 3 )

なお, この 3変数間において影響が波及する順序や方向を仮定することは難しい｡ したがっ

てここではあえて制約を課さず, リカーシブなモデルとして考える｡
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分析対象期間はナイジェリアの公定為替レートが廃止された1999年 1 月から2014年 4 月ま

でとした｡ 実質実効為替レート, 食料品消費者物価指数, 小麦輸入量 (トン) それぞれの水

準の時系列データを図 3に, 基本統計量を表 2に示す｡ また ADFテストによる単位根検定

の結果を表 3に示す｡

図 3 より, 小麦輸入量 (WHEAT_Q) のデータ特性は他の 2変数と大きく異なることが明

らかである｡ 加えて, 小麦輸入量 (対数値) に関しては単位根検定の結果 (表 3 ) も不安定

となった｡ これには小麦輸入量のデータがストック値であること, トレンド定常過程を含む

ことなどが要因として考えられる｡ 本分析では小麦輸入量のデータについては階差をとるの

ではなく, Hodrick-Prescottフィルターを用いてトレンドを除去したデータを推計に用いる

こととした (図 3 WHEAT_CYCLE)｡ 単位根検定の結果より, 実質実効為替レートと食料
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図 3 各変数の時系列データ
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表 2 基本統計量 (対数値)

LNREER LNCPI_FOOD LNWHEAT_Q LNWHEAT_CYCLE

Mean 4.485 4.236 12.130 �0.000
Maximum 4.940 5.071 13.027 0.722
Minimum 4.128 3.371 10.412 �1.328
Std. Dev. 0.195 0.513 0.473 0.336
Skewness 0.453 �0.098 �0.729 �0.859
Kurtosis 2.476 1.850 3.270 4.477
Observations 184 184 184 184



品消費者物価指数 (いずれも対数値) は 1階の階差をとることで定常過程となることが示唆

された｡ 一方, トレンドを除去した小麦輸入量データ (対数値) は単位根を持たないことが

示唆されたことから, 水準値のままで推計に用いた｡ なお単位根検定では Schwartz

Information Criterionに基づきラグ次数の選択を行ったところ, いずれの変数の次数も 0 か

1となった｡ しかしここでは一定期間の変数間の影響を見るため, 3 ヶ月までのラグを含め

て推計を行った｡ 推計に用いた各データの出所や定義については表 4に示す｡

5 推 計 結 果

上記 VARモデルに基づきグランジャー因果性検定を行った｡ 表 5に示すように, ナイジェ

リア国内食料品価格から小麦輸入量への因果性が 5％水準有意で示唆されている｡ 逆に, 小
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表 3 単位根検定結果 (Augmented Dickey�Fuller検定)

切片のみ 水準 一次階差

変数 ラグ次数 t値 有意水準 ラグ次数 t値 有意水準
LNREER 0 0.322 0.979 0 �12.127 0.000
LNCPI_FOOD 0 �0.328 0.917 0 �11.964 0.000
LNWHEAT_Q 1 �4.966 0.000 10 �8.551 0.000
LNWHEAT_CYCLE 0 �3.944 0.002 0 �12.366 0.000

切片＋トレンド 水準 一次階差

変数 ラグ次数 t値 有意水準 ラグ次数 t値 有意水準
LNREER 1 �2.867 0.176 0 �12.213 0.000
LNCPI_FOOD 0 �3.082 0.114 0 �11.930 0.000
LNWHEAT_Q 0 �9.781 0.000 10 �8.744 0.000
LNWHEAT_CYCLE 0 �3.934 0.013 0 �12.335 0.000

切片トレンドいずれもなし 水準 一次階差

変数 ラグ次数 t値 有意水準 ラグ次数 t値 有意水準
LNREER 0 1.858 0.985 0 �11.976 0.000
LNCPI_FOOD 0 4.777 1.000 0 �10.754 0.000
LNWHEAT_Q 11 1.265 0.948 2 �11.512 0.000
LNWHEAT_CYCLE 0 �3.954 0.000 0 �12.398 0.000

註. ラグ次数の決定は SICに基づく｡

表 4 データソース

実質実効為替レート
(REER)

定義 名目実効為替レートを CPIで実質化したもの
出所 International Financial Statistics

食料品消費者物価指数
(CPI_FOOD)

定義 Farm Produce ＋ Processed Food

出所 Consumer Price Index, National Bureau of Statistics, Nigeria

小麦輸入量
(WHEAT_Q)

定義 US Wheat export to Nigeria (メトリック・トン)
出所 Global Agricultural Trade System, USDA Foreign Agricultural Service



麦輸入量から国内食料品価格への因果性も10％水準有意ではあるが示唆されている｡ しかし,

実質実効為替レートから食料品価格, あるいは小麦輸入量へと向かう因果性は認められない｡

加えて, 図 4には他変数からのショックに対する10期までのインパルス応答関数を示すが,

ここからも小麦輸入量が国内食料品価格ショックに対し 2期のラグをもって有意に増大し,

4 期から 5期まで継続していること (e), 逆に食料品価格は小麦輸入量ショックに反応し 3

期のラグをもって有意に減少していること (b) が見て取れる｡ この結果は変数を並び替え,

各変数間の短期の外生性の仮定を変えても変化しなかった｡ 他方で, 実質実効為替レートは

食料品価格には有意な影響を持たず (a), 小麦輸入量は 1期にのみ上昇を示した (f)｡ しか
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表 5 グランジャー因果性検定結果 (カイ二乗値)

Excluded D (LNCPI_FOOD) D (LNREER) LNWHEAT_CYCLE All

Dependent variable

D (LNCPI_FOOD) ― 2.146 6.809* 7.841
D (LNREER) 3.916 ― 4.895 8.704
LNWHEAT_CYCLE 9.159** 1.416 ― 9.764

註. **, *はそれぞれ 5％, 10％水準有意を示す｡

図 4 インパルス応答関数 (抜粋)
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註. 点線は±2標準偏差の信頼区間を表す｡



しこの結果は変数の外生性の仮定を変えた場合, ほぼ食料品価格と小麦輸入量で逆の反応を

示し, 推計の仮定に左右され頑健ではない｡ なお, 小麦輸入量の代わりに小麦輸入金額を用

いた場合にも上記と同様の結果が得られた｡

これらの結果は, 国内の食糧供給の減少や国内食料品価格の上昇といった食糧状況へのショッ

クによって食糧輸入が増大する一方, 実質実効為替レートの上昇, すなわち輸入品に対する

購買力の上昇は, 明らかな食糧輸入の増大にはつながらないことを示唆している｡ したがっ

て, 近年の食糧輸入の増加は原油価格高に支えられた輸入・消費ブームなのではなく, ある

程度必要に迫られたものであると考えることができる｡ また, 小麦輸入が国内食料品価格に

負の影響を与えているという点からは, 輸入食糧が国内の食料品価格高騰の抑制に有効であ

るとも解釈できる｡

6 お わ り に

近年のナイジェリアの食糧輸入増大の是非や食糧輸入規模の多寡について一概に判断する

ことは難しい｡ しかしナイジェリアの外貨収入のほとんどが枯渇性資源である原油輸出によ

るものであること, 同国の農業生産の拡大が緩慢であることに加え人口成長率が近年でも

2.8％という高い割合で推移していることを考えると, 食糧輸入の持続可能性についての懸

念は大きい｡ 加えて, 国際原油価格の変動, ひいてはナイジェリア政府の収入の変動が激し

いことや, 国際食糧価格が国際金融市場との相関を強めており (池尾・大野 2014), 食糧価

格自体も上昇していることを考えると, 将来的に安定して食糧を輸入できるかどうかにも不

安が生じる｡

小麦の輸入量データを用いた計量分析の結果は, かつての石油輸出と輸入・消費のブーム

下で新しく導入されたパンやパスタといった小麦食が, 輸入に依存する形のまま食文化とし

て定着し, 今日では所得弾力性の低い食糧, すなわち日常品になっているという可能性を示

唆している｡ このように主食となった食糧の輸入は資源輸出が好況の際には問題はないもの

の, 輸出資源価格が下落してもその需要が減少しない可能性が高い｡ 確かにナイジェリア政

府は過去に輸入代替政策の一環として穀物輸入禁止措置を取っており, 貿易収支への負担が

過度に大きくなれば強制的な輸入制限を行うという選択肢はある｡ しかし, 近年ではナイジェ

リア近隣諸国でも食糧を求めた市民による暴動が頻発していると指摘されており, 国民の食

糧需要が満たされないときには社会の不安定化につながる恐れもある (Berazneva and Lee

2013 ; Olomola 2013)｡

また, 上記の分析結果は食糧輸入の増加が国内食糧価格の抑制につながることも示してお

り, 輸入食糧は政府にとって重要な政策ツールであることが分かる｡ 問題は, 資源価格の低

迷などにより財源が縮小した際に, このような政策ツールの使用を政府が自制できるかどう
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かである｡ 輸出資源価格の低下は政府税収を減少させると同時に為替を減価させ輸入コスト

を増大させることから, 輸入食糧への依存は従循環的 (pro-cyclical) な財政運営につながり,

政府の財政状況を一層悪化させる結果になりかねない｡ 1970�80年代のような経済停滞や債

務累積を繰り返さないためには, アフリカ資源輸出国内の農業生産力の向上が喫緊の課題で

あるということは自明である｡

なお本分析はアフリカの天然資源輸出国の食糧輸入に関する基礎的分析であるが, いくつ

かの問題点は既に明らかである｡ 一つは食糧輸入を表すデータとして小麦のみを扱っている

点であり, この点は今後分析データの拡大・補充が課題である｡ 他方, 食糧輸入量として主

要輸入先一国の輸出データを用いたことによる, 輸出量の変動における輸出国側の要因を考

慮できていない点も今後の課題である｡

註

1) キャッサバ粉による小麦粉の代替は2002年に Obasanjo大統領下で提唱されたが, 当時は技術

面・費用面で現実的でなく, この政策は2007年に一度廃案となった｡ その後2012年より

Goodluck Jonathan大統領下で再度政策として採用されている (USDA 2012)｡

2) ここで用いた実質実効為替レートは為替の実質購買力として表されており, 値が大きいほど高

い購買力を意味する｡

3) ナイジェリアにおける食品輸入はすべて管轄当局 (National Agency for Food and Drug Administ-

ration and Control) の許可を得ることが義務付けられている (USDA 2009)｡ また食糧輸入は政

策的な色合いを強く含むものであり, この仮定は妥当であると考えられる｡
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